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これまで東京都では、あらゆる機会を通じて緑を創出・保全することで、緑の量的な底上げと質の向上を

図り、緑を「増やす」取組を推進する「緑溢れる東京プロジェクト」を進めてまいりました。

一方、近年の緑を取り巻く状況に目を転じると、気候変動への適応など社会的な課題の解決への緑の活用や、

新型コロナを契機に「開放的な緑空間等へのニーズ」が高まるなど、都市に求められる機能や人々の

価値観も変化。海外都市では、グリーンインフラをはじめとした様々な取組が行われるなど、世界的にも

「自然環境と都市機能の調和」がこれまで以上に重要視されています。

こうした中で東京都では、人々の生活にゆとりと潤いを与える緑の価値を一層高め、都民とともに未来に

継承していくために、 100年先を見据えた新たな緑の取組方針「東京グリーンビズ（仮称）」を策定いたし

ます。東京の緑を「まもり」「増やし・つなぎ」「活かす」取組の強化により、都市の緑化や生物多様性の

保全等を推進し、自然と調和した持続可能な都市へと進化させてまいります。

自然の前では“人”は小さな存在に過ぎませんが、「自然環境と都市機能の調和」の鍵を握るのも私たち一人

ひとりに他なりません。自然と人、人と人とをつなぎ、豊かな緑と都市を未来の世代へと継承していくー。

「東京グリーンビズ（仮称）」の旗印もと、100年先を見据えた“みどりと生きるまちづくり”が始まります。

1 0 0 年 先 を 見 据 え た 、
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（参考）

【クールビズ 】 適切な温度での空調使用と快適で働きやすい軽装に取り組むことで、多様で柔軟な働き方にも資する省エネ・省CO2を図るもの（環境省ＨＰ）

【スムーズビズ】 テレワークや時差Biz、物流の効率化など交通需要マネジメント（ＴＤＭ）の 取組を一体的に推進。

こうした取組を進め、大会のレガシーとして定着させ、全ての人々がいきいきと働き、活躍できる社会の実現を目指す。（都市整備局HP）

100年先を見据え、「東京」の「緑（グリーン）」を、都民をはじめ

「様々な主体との協働（ビズ）」により、価値を高め、継承していく考え方
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GREEN（緑・グリーン、樹木・緑地）

緑のために、様々な主体と共に進める「新たな緑の取組方針」を策定

BIZ（ businessの略語：仕事、実務、事業）＝ 働くこと、活動すること

※「business」の語源である「bisignisse」には「ケア」や「気遣い」という意味も

新たな緑の取組方針「東京グリーンビズ（仮称）」とは



「未来の東京」戦略に『緑溢れる東京プロジェクト』を位置付け、

公園や緑地の整備、農地や自然地の保全等の緑を増やす取組を推進

公共空間を活用した
緑あふれ人が憩う場の創出

生産緑地・農地等の
保全・活用

民間開発に合わせた
緑空間の創出

既存ストックをいかした
緑のネットワーク形成

海上公園の整備
生物多様性の保全
を支える環境整備

保全地域の指定促進

都 区市
町村

これまでの緑に関する取組

都市計画公園･緑地等の整備



都内における公園やまちづくりにあわせた緑の創出、

希少な農地の保全など緑を増やす取組は着実に進んできている

これまでの緑に関する取組

（出典）千代田区緑の実態調査及び熱分布調査報告書（千代田区）
中央区の緑の実態調査（第５回）報告書（中央区）
港区みどりの実態調査（第10次）報告書（港区）
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緑を取り巻く状況：気候変動など社会課題の解決への緑の活用

コロナを契機とした、開放的な緑空間等へのニーズの高まり

関東大震災から100年、震災復興等も含め積み重ねてきた緑の機能の発揮が必要

都立公園の開園面積の推移 都心３区における緑被率の変化 特定生産緑地の指定状況

(R4.11末)
（R4対象2,388ha）
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今後の主な検討事項例

●都民との協働

●農林業の振興

●自然地の活用

「緑を活かす」取組

●樹木を守る新たな仕組み

●農地の緑を保全

●自然地保全の促進

「緑をまもる」取組

東京の緑を「まもり」「増やし・つなぎ」「活かす」取組の強化により、

都市の緑化や生物多様性の保全などを推進し、自然と調和した持続可能な都市へと進化させていく

●緑・自然の機能を発揮

●公園整備の加速

「緑を増やし、つなぐ」取組

●緑の拡充

●緑のネットワーク化



樹木を守る新たな仕組み「ツリーバンク」の創設

✔貴重な樹木を大切に残す

✔移植が必要な樹木を公園整備等に活用 など

「緑をまもる」取組の検討事項案

都立公園等



「緑を増やし、つなぐ」取組の検討事項案

グリーンインフラの導入

✔自然環境が有する機能を、社会課題の解決に活用

✔都有施設、民間施設等でグリーンインフラを広める

（出典）ニューヨーク市ホームページより （出典）環境局ホームページより

雨水浸透緑地帯（レインガーデン） 屋上緑化（都議会議事堂屋上） 多自然川づくり（西東京市）

（出典）建設局「環境・景観に配慮した川づく
り整備事例集」より



「緑を活かす」取組の検討事項案

植樹イベント 都民と協働した整備・管理等

都民との協働

✔都民とともに植樹を行うなど、協働して活かし、育てる

✔森林環境譲与税を活用した「多摩の森」の活性化 など

（出典）多摩市ホームページより （出典）建設局「新たな都立公園の整備と
管理のあり方について（中間のまとめ）」より


